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　寄居町のさまざまな課題等について、議員が

町に考えを聞くのが一般質問。質問内容は、議

案とは関係なく議員が自由に決めます。

　ここでは、全質問項目（下表）と、質問した議

員ごとに１項目を要約してお知らせします。

今回は７名の議員が質問しました

　　いっ　　　　　ぱん　　　　　しつ　　　　　もん

寄居町の今とこれから

一 般 質 問
公共施設個別
計画の策定は

峯み
ね
ぎ
し
か
つ
あ
き

岸
克
明
議
員

半数以上の小中学校が消滅する時代に

公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
個
別
施

設
計
画
を
ど
の
よ
う
な
内
容
で
、
い
つ
ま
で

に
策
定
す
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
組

織
体
制
で
行
う
の
か
伺
い
ま
す
。

複
合
化
・
集
約
化
、
廃
止
・
撤
去
、

耐
震
化
等
の
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
実

施
時
期
を
施
設
ご
と
に
整
理
し
、
平
成

32
年
度
ま
で
に
策
定
し
ま
す
。
ま
た
総

合
政
策
課
長
を
会
長
と
し
、
財
務
課
長

を
は
じ
め
施
設
所
管
課
長
15
名
で
構
成

す
る
「
寄
居
町
公
共
施
設
等
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
会
議
＊

」
で
進
め
ま
す
。

学
校
の
再
編
を
は
じ
め
と
し
て
、
町
民

全
体
の
関
心
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

素
案
が
で
き
た
段
階
で
、
具
体
的

な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
町
民
に
説
明

し
、
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

小
中
学
校
大
再
編
時
代
へ

現
在
、
寄
居
小
11
学
級
２
６
８
名
、
桜

沢
小
７
学
級
２
０
５
名
、
用
土
小
７
学
級

２
０
１
名
、
折
原
小
６
学
級
71
名
、
鉢
形

小
10
学
級
２
５
８
名
、
男
衾
小
13
学
級

４
２
２
名
、
寄
居
中
11
学
級
３
７
１
名
、

城
南
中
６
学
級
１
５
３
名
、
男
衾
中
７
学

級
２
２
４
名
で
す
。
義
務
教
育
な
の
で
、
国

の
法
令
基
準
で
再
編
す
れ
ば
、
現
在
で
も

小
学
校
３
校
、
中
学
校
２
校
と
な
り
ま
す
。

２
０
４
０
年
の
児
童
生
徒
数
か
ら
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
、
最
大
で
も
小
中
学
校

各
２
校
と
な
り
ま
す
。
学
校
数
・
適
正
配

置
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

将
来
の
児
童
生
徒
数
を
算
出
す
る

中
で
、
学
校
数
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
、

国
の
基
準
を
参
考
に
し
、
平
成
32
年
度

ま
で
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
姿
勢
・
ま
ち
づ
く
り

公共施設・インフラ施設の老朽
化に対する個別計画の策定

峯 岸 P . 6

公共住宅の充実強化 田母神

町有地の有効活用 石 井

三ケ山運動公園の整備・活用方
法

佐 藤 P . 9

地域間交流事業の取り組み 佐 藤

教
育
・
福
祉
・
医
療

障害のある人も安心して住める
町

田母神 P . 7

高齢者の交通の確保 大 澤 P . 8

教育（小中一貫教育） 大 澤

観
光
・
産
業
振
興

中間平緑地公園の管理 中 嶋

林道の整備状況 中 嶋 P . 7

荒川・玉淀再生 石 井 P . 8

中小企業の設備投資を促す制度 鈴 木 P . 9

森林資源の保全と活用 佐 藤

安
心
・
安
全

バリアフリーマスタープラン・
基本構想

鈴 木

通学路等における防犯対策 鈴 木

作業所の仕事は楽しい

次
の
ペ
ー
ジ
も　
　

町
に
考
え
を
聞
く 

一
般
質
問

高
齢
者
の
交
通
確
保
｜
荒
川
・
玉
淀
の
再
生

中
小
企
業
対
策
｜
事
前
合
宿
地
の
整
備

２ヵ所の林道、
早期改修を

[答弁］
事業の必要性等を
含めて検討します

[答弁］
障害者福祉計画に
基づき、実現します

田た

母も

神が
み

節せ
つ

子こ

議
員

林
道
整
備

国
は
「
平
成
28
年 

生
活
の
し
づ
ら
さ

な
ど
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
発
表
し

ま
し
た
。約
７
２
０
０
人
の
調
査
結
果
か
ら
、

障
害
者
の
生
活
実
態
と
生
活
支
援
の
結
果

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
障
害
者
１
人
で
見
る

と
、
18
〜
65
歳
ま
で
で
月
収
９
万
円
未
満

が
２
人
に
１
人
、
65
歳
以
上
で
３
人
に
１

人
。
生
活
保
護
受
給
者
は
18
〜
65
歳
で
８
・

６
％
、
65
歳
以
上
で
４
・
１
％
と
、
全
国
平

均
の
生
活
保
護
受
給
者
１
・
69
％
を
大
き

く
上
回
り
ま
す
。
ま
た
、
日
中
の
過
ご
し
方

で
は
「
家
庭
内
で
過
ご
し
て
い
る
」
が
最
も

多
く
、
65
歳
未
満
で
３
人
に
１
人
、
65
歳

以
上
で
２
人
に
１
人
。
家
庭
以
外
で
は
「
障

害
者
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
が
知
的
障
害

者
の
療
育
手
帳
保
持
者
65
歳
未
満
で
43
・

3
％
と
、
家
庭
の
21
・
７
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

一
般
就
労
へ
の
期
待
は
大
き
い

　

賃
金
な
ど
報
酬
を
得
て
働
い
て
い
る
人

は
、
会
社
な
ど
正
職
員
11
・
７
％
、
正

職
以
外
15
％
、
福
祉
施
設
な
ど
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
２
・
９
％
、
一
般
就
労
が
困
難

な
人
対
象
の
Ｂ
型
は
７
・
5
％
。
65
歳
未

満
で
「
今
ま
で
と
違
っ
た
日
中
を
過
ご
し

た
い
人
」
が
20
％
で
、
正
職
員
32
・
４
％
、

正
職
以
外
28
％

と
、
一
般
就
労
へ
の

期
待
の
大
き
さ
が

う
か
が
え
ま
す
が
、
町
の
調
査
と
今
後
の

障
害
者
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

今
回
、
町
は
国
の
調
査
区
域
に
該
当
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
該
当
し
た
ら
国
の

指
示
に
基
づ
き
調
査
に
協
力
し
ま
す
。
町

で
は
昨
年
、
町
障
害
者
計
画
策
定
に
当

た
り
障
害
者
手
帳
所
持
者
全
員
を
対
象

に
実
態
調
査
を
実
施
。
本
年
３
月
策
定

の
町
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、基
本
理
念
「
す
べ
て
の
人
が
支

え
合
う
、
地
域
共
生
の
ま
ち 

よ
り
い
」

の
実
現
に
向
け
、各
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

昭
和
41
年
か
ら
42
年
に
か
け
て
建
設

さ
れ
た
中
間
平
緑
地
公
園
に
通
じ
る
林
道

の
茨
戸
線
は
、
一
部
に
路
肩
の
崩
落
場
所
が

あ
り
、
長
期
間
仮
設
の
修
繕
し
か
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
と
今
後
の
整
備
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
の
場
所
は
、
平
成
７
年
の
災
害

に
よ
り
路
肩
が
崩
落
。
当
時
、
個
人
所

有
の
山
林
で
あ
っ
た
た
め
、
地
権
者
と

の
交
渉
の
結
果
、
崩
落
場
所
の
み
仮
設

の
復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
30

年
に
、
地
権
者
か
ら
当
該
山
林
が
町
に

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
林

道
整
備
に
努
め
ま
す
。

久
々
戸
線
の
全
面
開
通
は

昭
和
60
〜
63
年
に
か
け
て
寄
居
町
秋

山
地
内
を
起
点
と
し
て
、
総
延
長
２
２
２
８

ｍ
で
計
画
さ
れ
た
こ
の
林
道
は
１
８
０
２
ｍ

の
み
が
開
通
。
現
在
、
未
開
通
部
分
は

４
２
６
ｍ
で
、
全
面
開
通
と
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
全
面
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
道

機
能
の
ほ
か
、
秋
山
地
区
か
ら
折
原
上
郷
、

末
野
地
区
に
通
じ
る
道
路
と
し
て
も
有
効

で
す
。
ま
た
、
寺
山
桜
農
園
へ
と
通
じ
る
観

光
道
路
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
事
業

中
断
の
原
因
と
、
今
後
の
全
面
開
通
に
向

け
た
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

中
断
理
由
は
、
一
部
地
権
者
と
の

用
地
交
渉
が
難
航
し
、
事
業
を
継
続
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
以
外
の
林
道
用
地
は
、
既
に
町
で

取
得
済
み
で
す
。

　

今
後
の
見
通
し
は
、
茨
戸
線
と
同
様

に
当
該
土
地
が
地
権
者
よ
り
町
に
寄
附

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業
中
断
か
ら
30

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

県
か
ら
の
補
助
事
業
等
を
検
討
す
る
ほ

か
、
事
業
の
必
要
性
等
も
含
め
て
改
め

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

寄居町障害
者計画・第５
期寄居町障
害福祉計画

障害者も安心
して住める町に

寄居町森林
整備計画

障
害
者
施
策

＊寄居町公共施設等アセットマネジメント推進会議　老朽化や機能低下等に
よる公共施設等の更新需要を踏まえ、総合的、長期的な視点で、適切な公
共サービスの提供と安定した財政運営の両立を図るため設置するものです。

30年間中断の久々戸線、開通が待たれます

公
共
施
設
個
別
計
画
寄居町公共
施設等総合
管理計画

中な
か
じ
ま嶋

文ふ
み

雄お

議
員

[答弁］
平成32年度までに具体的
内容、時期を明示します

ご存じ
ですか

ことば




